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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に供給される水を貯留するためのボトルに着脱自在に蓋体が設けられて、上記蓋
体を貫通して配置された給水チューブの上記ボトル外の端部には送水ポンプに接続される
ポンプ接続口金が取り付けられ、上記ボトル内の端部は上記ボトルの底部付近に開口配置
された内視鏡用給水ボトル装置において、
　注射筒を接続することができる注射針用ルアーロック口金が、上記給水チューブの上記
ボトル内の端部に取り付けられて、上記ボトル内に貯留された水が上記注射針用ルアーロ
ック口金を通って上記給水チューブから上記内視鏡に供給され、上記蓋体が上記ボトルか
ら取り外された状態において、上記注射針用ルアーロック口金に上記注射筒を接続するこ
とができることを特徴とする内視鏡用給水ボトル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡に供給される水を貯留するための内視鏡用給水ボトル装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　消化器検査用の内視鏡等においては一般に、挿入部先端の観察窓の表面に空気と水を選
択的に噴出することができる送気送水管路が設けられているが、さらに、観察対象粘膜面
に向けて洗浄水を噴出させることができる粘膜面洗浄用送水管路が設けられているものが
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ある（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　そのような粘膜面洗浄用送水管路は、内視鏡内に配管された送水チューブの基端に洗浄
水注入口が設けられた単純な構成であり、以前は、そこに注射筒を接続して手動で送水操
作を行っていた。
【０００４】
　しかし、内視鏡検査中にいちいち注射筒を用いて手動で送水操作を行うのは操作が煩雑
なので、近年は、洗浄水を貯留するボトルから延出させた給水チューブを送水ポンプを経
て内視鏡の洗浄水注入口に接続するようにしている。
【特許文献１】特開平１０－２７６９６８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そのような用途に用いられる内視鏡用給水ボトル装置は、ボトルに着脱自在に蓋体が設
けられて、その蓋体を貫通して配置された給水チューブのボトル外の端部には送水ポンプ
に接続されるポンプ接続口金が取り付けられ、ボトル内の端部はボトルの底部付近に開口
配置された構成であり、使用前又は使用前後には給水チューブ内を含めて全体を洗浄消毒
する必要がある。
【０００６】
　そして、給水チューブ内を洗浄する場合には、注射筒等を接続することができれば手動
で簡単に洗浄水を送り込んで洗浄することができるが、従来の内視鏡用給水ボトル装置で
は給水チューブに注射筒を直接接続することができないので、別設した注射筒接続アダプ
タをポンプ接続口金に接続する必要があり、取り扱いや部材の管理が非常に煩雑で面倒で
あった。
【０００７】
　そこで本発明は、送水ポンプに接続されるポンプ接続口金がボトル外の端部に取り付け
られた給水チューブにアダプタ等を用いることなく注射筒を接続して、給水チューブ内を
容易かつ確実に洗浄することができる内視鏡用給水ボトル装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用給水ボトル装置は、内視鏡に供給される
水を貯留するためのボトルに着脱自在に蓋体が設けられて、蓋体を貫通して配置された給
水チューブのボトル外の端部には送水ポンプに接続されるポンプ接続口金が取り付けられ
、ボトル内の端部はボトルの底部付近に開口配置された内視鏡用給水ボトル装置において
、注射筒を接続することができる注射針用ルアーロック口金を、給水チューブのボトル内
の端部に取り付けたものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、注射筒を接続することができる注射針用ルアーロック口金を給水チュ
ーブのボトル内の端部に取り付けたことにより、アダプタ等を用いることなく給水チュー
ブに注射筒を接続して、給水チューブ内を容易かつ確実に洗浄することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　内視鏡に供給される水を貯留するためのボトルに着脱自在に蓋体が設けられて、蓋体を
貫通して配置された給水チューブのボトル外の端部には送水ポンプに接続されるポンプ接
続口金が取り付けられ、ボトル内の端部はボトルの底部付近に開口配置された内視鏡用給
水ボトル装置において、注射筒を接続することができる注射針用ルアーロック口金を、給
水チューブのボトル内の端部に取り付ける。
【実施例】
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【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２において、１は送水ポンプであり、その吐出路側に接続された送水チューブ２の先
端は、図示されていない内視鏡の粘膜面洗浄用送水チューブの基端に設けられた洗浄水注
入口に接続される。
【００１２】
　１０は、内視鏡に供給される水を貯留する給水ボトル装置であり、ボトル１１に対して
着脱自在に設けられた蓋体１２を貫通して配置されたフレキシブルな給水チューブ１３の
外側の端部（即ち、ボトル１１外の端部）には、送水ポンプ１に対して着脱自在に接続さ
れるポンプ接続口金１４が取り付けられている。
【００１３】
　また、給水チューブ１３の内側の端部（即ち、ボトル１１内の端部）はボトル１１の底
部付近に開口配置されていて、図２に図示されていない注射筒を接続することができる注
射針用ルアーロック口金１５がそこに取り付けられている。
【００１４】
　図１は給水ボトル装置１０を示しており、蓋体１２は、内視鏡に供給される水を貯留す
るためのボトル１１の上端開口部に螺合により着脱自在に取り付けられている。給水チュ
ーブ１３は、蓋体１２を貫通する部分では分割されて金属製の接続管１６を介して接続さ
れている。１７は、接続管１６を蓋体１２に固定するためのナットである。
【００１５】
　注射針用ルアーロック口金１５は、例えばステンレス鋼等のような耐水性の優れた金属
又は硬質プラスチック等により形成されていて、給水チューブ１３の内側端部に圧入によ
り（又は、圧入接着により）接続されている。
【００１６】
　給水チューブ１３は、注射針用ルアーロック口金１５がボトル１１の底面上に置かれた
状態になる程度にボトル１１内で撓む状態に配置され、注射針用ルアーロック口金１５が
金属製の場合には、給水チューブ１３の先端をボトル１１の底に沈める錘の機能も有する
。
【００１７】
　このように構成された実施例の内視鏡用給水ボトル装置は、使用時には、ボトル１１内
の水が送水ポンプ１により注射針用ルアーロック口金１５から給水チューブ１３内を通っ
て内視鏡に供給されて、粘膜面に向かって噴射される。
【００１８】
　そして、内視鏡の使用前又は使用後に内視鏡用給水ボトル装置を洗浄消毒する際には、
図３に示されるように、蓋体１２をボトル１１から外して注射針用ルアーロック口金１５
をボトル１１の外部に引き出し、洗浄液又は消毒液等を入れた注射筒２０を注射針用ルア
ーロック口金１５に接続することにより給水チューブ１３内を容易かつ確実に洗浄消毒す
ることができ、注射筒２０としては、出口部分がルアー口金タイプ及び通常のテーパ筒タ
イプのどちらのタイプでも状況に応じて接続することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用給水ボトル装置の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用給水ボトル装置が送水ポンプに接続された状態の側面
略示図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用給水ボトル装置の給水チューブ内を洗浄する状態の斜
視図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　送水ポンプ
　１０　給水ボトル装置



(4) JP 4531521 B2 2010.8.25

　１１　ボトル
　１２　蓋体
　１３　給水チューブ
　１４　ポンプ接続口金
　１５　注射針用ルアーロック口金
　２０　注射筒

【図１】 【図２】
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